
今月の
　記念日

食パンに塗ってスライスチーズをのせて焼いてもおいしい！
ピザ生地にはもちろんバッチリ‼

①ハムは短冊切りに、玉ねぎはうす切りに、にんにくはみじ
ん切りにします。
②オリーブオイルでにんにくを炒め、ハム、玉ねぎ、マッシ
ュルームを加えて炒めます。
③調味料を加えて煮ます。

作り方

■ ハム40ｇ、玉ねぎ80ｇ、マッシュルーム水煮20ｇ、にんに
く１片、調味料（オリーブオイル小さじ１、トマト水煮80
ｇ、トマトピューレ60ｇ、ケチャップ大さじ１、バジル少
々、さとう小さじ１、塩少々、こしょう少々）

材　料

ピザソース

岸和田市職労　山口　惠さん

協力：現業評議会・給食部会

ピザ生地にも、スライスチーズと
パンにはさんで焼いても！

「きっと、うまくいく」「きっと、うまくいく」

人びとを潤す地下水
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島本町

離宮の水

おおさか自治体の仲間　2018年４月15日　第342号 ４５ 2018年４月15日　第342号　おおさか自治体の仲間

　どんなことでも強い意志を持ってやれば必ず成就するということで、やる気
の大切さを説いた言葉。江戸時代後期、米沢藩主の上杉鷹山が家臣に「為せば
成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり」という歌を教訓
として詠み与えたといいます。何でも、行動をおこさなければ何も始まりませ
ん。当たり前のことだけれど、大切な言葉ですね。

　1875（明治８）年のこの日、明治天皇が水戸邸の下屋敷をお花見で訪れる際に、木村屋のあんぱんが出されま
した。木村屋の木村安兵衛が当時の侍従・山岡鉄舟に「これまでは京都の和菓子をお出しすることが多かった
が、純日本製のパンをお出ししたらどうか」ともちかけられました。木村安兵衛は、それまでのあんぱんに工夫
をこらし、日本を代表する花である八重桜の塩漬をいれた桜あんぱんを開発したのです。

為せば成る
為さねば成らぬ何事も 「あんぱんの日」

４月４日
上杉　鷹

よう

山
ざん

（1751年～1822年）

　

今
号
で
紹
介
す
る
の
は
、
映
画
大
国
イ

ン
ド
の
映
画
で
す
。
イ
ン
ド
の
超
難
関
の

工
科
大
学
に
入
学
し
た
型
破
り
な
自
由
人

の
ラ
ン
チ
ョ
ー
が
主
人
公
で
す
。
彼
は
、

寮
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
で
親
友
の
フ
ァ
ル
ハ

ー
ン
、
ラ
ー
ジ
ュ
と
３
人
で
大
学
で
バ
カ

騒
ぎ
を
巻
き
起
こ
し
、
鬼
校
長
に
目
の
敵

に
さ
れ
な
が
ら
も
、
自
由
に
大
学
生
活
を

謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
ラ
ン
チ
ョ

ー
と
身
近
に
接
し
、
い
つ
し
か
自
分
が
本

当
に
し
た
い
生
き
方
を
求
め
る
よ
う
に
な

る
親
友
の
二
人
、
そ
こ
に
校
長
の
娘
ピ
ア

と
ラ
ン
チ
ョ
ー
の
恋
も
絡
ん
で
…
。
と
こ

ろ
が
卒
業
後
ラ
ン
チ
ョ
ー
は
突
然
姿
を
消

し
て
し
ま
い
ま
す
。
10
年
後
、
二
人
は
ピ

ア
と
一
緒
に
、彼
を
探
す
旅
に
。物
語
は
、

〝
10
年
後
〞と
学
園
生
活
が
同
時
に
進
み
、

ラ
ン
チ
ョ
ー
の
謎
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

　

根
底
に
は
、
学
歴
偏
重
と
競
争
の
イ
ン

ド
社
会
へ
の
風
刺
が
あ
り
、
学
問
と
は
？

学
ぶ
こ
と
の
喜
び
と
は
？
自
分
の
気
持
ち

に
正
直
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
真
正

面
か
ら
問
い
か
け
た
作
品
で
す
。
社
会
問

題
を
扱
っ
て
い
な
が
ら
も
、
イ
ン
ド
映
画

ら
し
く
歌
と
踊
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
シ

ー
ン
は
健
在
、
ユ
ー
モ
ア
満
載
で
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。
主

役
を
演
じ
た
ア
ー
ミ
ル
・
カ
ー
ン
は
イ
ン

ド
の
大
ス
タ
ー
で
、
実
年
齢
は
40
歳
代
な

の
に
学
生
に
し
か
見
え
な
い
演
技
力
は
見

事
で
す
。

　

２
０
１
３
年
６
月
に
大
阪
で
上
映
。
世

界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
上
映
時
間

１
７
０
分
と
長
い
で
す
が
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

な
ん
て
す
ば
ら
し
い

イ
ン
ド
青
春
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー

古
来
よ
り
名
水
が

愉
し
ま
れ
る

　

Ｊ
Ｒ
島
本
駅
を
降
り
て
、「
史
跡
桜
井

駅
跡
」
よ
り
島
本
町
を
横
切
る
四
国
街
道

（
山
陽
道
）
を
京
都
方
面
へ
１
㎞
ほ
ど
行

く
と
、
後
鳥
羽
上
皇
ゆ
か
り
の
水
無
瀬
神

宮
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に
「
離
宮
の
水
」

が
あ
り
ま
す
。
水
汲
み
場
が
設
け
ら
れ
、

誰
で
も
汲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
紫
水
明
の
地
と
し
て
島
本
町
は
水
生

野
（
み
な
せ
の
）
と
呼
ば
れ
、「
日
本
書

紀
」
や
「
伊
勢
物
語
」「
万
葉
集
」
に
登

場
し
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
交
易
の
要
衝

と
し
て
皇
族
や
貴
族
た
ち
が
別
荘
を
構

え
、
歌
を
詠
み
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

府
内
で
唯
一
の

「
名
水
百
選
」に
も

　

「
離
宮
の
水
」
は
、
水
無
瀬
川
の
伏
流

水
を
水
源
と
し
、
１
９
８
５
年
に
環
境
庁

（
現
・
環
境
省
）に
よ
り
、
大
阪
府
内
で
唯

一
の「
名
水
百
選
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
、
サ
ン
ト
リ
ー
は
島
本
町

・
大
阪
府
と
、
山
崎
蒸
留
所
の
水
源
エ
リ

ア
を
「
天
然
水
の
森
お
お
さ
か
島
本
」
と

し
て
締
結
し
て
い
ま
す
。
世
界
が
認
め
る

国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
名
水
と
森
、
そ
し

て
湿
潤
な
環
境
で
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
地
下
水
１
０
０
％

だ
っ
た
島
本
町
の
水
道
水

　

島
本
町
の
水
道
水
は
地
下
水
を
１
０
０

％
使
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
10
月

か
ら
、
水
の
安
全
供
給
の
た
め
と
い
う
理

由
で
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
高
度

浄
水
処
理
水
を
買
い
取
り
、
地
下
水
９
割

に
そ
れ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
水
が
各
家
庭
へ

配
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◀
参
拝
者
の
御
手
洗
場
の
奥

　

に
水
汲
み
場
が
あ
り
ま
す

天
王
山
断
層
に
よ
っ
て
で
き
た
「
水
無
瀬
の
滝
」

高
さ
は
約
20
メ
ー
ト
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▶
町の人が談
笑しながら
水を汲む光
景も…　　


